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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・薬局より

　薬局内に「処方箋入れ」を配置しました。薬局の午前中は外来調剤に業務が集中するため、これまでスムーズに対応出来なかった病棟からの臨時処方箋等の受付を解消するのが目的です。
　配置場所は、薬局に入ってすぐ左のカベにポケットファイルを貼っています。上段は急がない処方箋、下段は昼～等で若干急ぐもの、大至急の場合のみ声をかけていただき対応することと致します。
　※処方箋を入れる際には、記載上の不備が無いよう十分にご確認下さい。不備があると、再度訂正を依頼する場合があります。各自、周知お願いします。

・ホールの椅子2脚がぐらつく為の修理伝票を出しており本日朱夏スタッフが来られ修理終了し

ています。

＜患者様連絡事項＞

・上村　みわ様～排便4日なく主治医報告しグリセリン浣腸施行の指示を受け行っています。反応便は、普通便多量に確認しています。引き続き、排泄状況の観察を行っていきましょう。

・菊地　明子様～6/19(火)10時～14時まで御家族よりランチ外出希望あり許可となっています。

・田名部　浩平様～本日、お母様が面会へ来られ小遣い1万円とお菓子の差し入れを受け取っています。お母様より、6/20(水)以降に本人をランチ外出へ連れて行きたいと希望あり日時が決まり次第、連絡をするとの事です。お母様へ、単独外出訓練を進めていく事・今度について面談を実施していく事伝えています。

・小笠原　禮子様～本日、娘様が面会へ来られタバコ1カートンと小遣い14000円を受け取っています。6/17(日)11時～17時まで墓参り・ランチ外出希望あり許可となっています。娘様より外出の迎えが遅くなっても待っていて欲しいとの事です。今後の方向性について、娘様へ確認しています。娘様の希望としては、同居は無理との事で施設入所を希望されています。同居が無理な理由として、子供が小さい・家が狭い・仕事をしていて面倒が見れないと話されています。

　　　　　　　　　施設入所に向けて主治医・SW・受け持ちスタッフ・御家族で情報共有し検討していく事を娘様へ伝え了解されています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・金沢　洋子様～昨日、準夜帯にて「私、中学校しか出ていないしそろばんできないし英語も喋れないし字も書けない。だからダメなんだよ」と悲観的発言聞かれています。日勤帯では悲観的発言なく日課・プログラム支障なく取り組まれています。

　　　　　　　　朝食下膳時に閉鎖側レストランを見て立っている事あり声掛けに「南のおじいさん待ってるんだよ」と話し南病棟の患者様が来ると「いた」とニヤついている事あります。閉鎖側レストランに繋がるドアを指差し「ここが開けば行けるのに」と話されており、スタッフから開けれない事伝えると「そっか」と返答されています。引き続き、衝動行為とならないよう注意し男性患者様と過度な接触がないよう観察・介入していきましょう。

・稲垣　恵利子様～現在、コップ預かりとなっており深夜帯にて水分要求多く聞かれ預かりとなった理由について問うと曖昧な返答聞かれています。ペットボトルの飲み物をスタッフ預かりしていますが、飲み終わった空のペットボトルを渡し捨てるように本人に説明しています。本人、空のペットボトルを捨てず隠し持っている事あります。スタッフも本人が水分管理となっている理由を認識していくようにしましょう。

　　　　　　　　　本人、精神状態悪化すると物(ペットボトル)を収集する癖がありますので巡回時に自室内に飲水に繋がる物がないか観察するようにしましょう。引き続き、各勤務帯で飲水量のチェックを行い多飲水傾向の場合はその都度介入していきましょう。

・滝澤　久江様～深夜帯にて外出の格好をし「稲刈りする。父ちゃんが部屋さ来てる。庭さまで来てる」と幻聴の訴え聞かれています。本人、お父様が正面玄関に来ていると話しておりスタッフ付き添いにて正面玄関に確認へ行っています。お父様いない事伝えると残念そうな様子見られています。引き続き、幻聴の有無・突発的行動に注意し所在の確認を行っていきましょう。

　　　　　　　　夜間のトイレ誘導について、時折本人「行った」と話す事ありますがスタッフが確実にトイレ誘導を行い記録に残すようにしましょう。

・木村　梅子様～昨日、準夜帯にてトイレへこもり怒り口調での独語聞かれており声掛けに「大丈夫です」と話されています。本日、本人へ昨日の事について確認し「喉が痛かったです」話されています。又、本人「背中が重くて苦しい」と話されています。引き続き、幻聴の有無観察していきましょう。

・三上　勇様～深夜帯2時半に覚醒後、不眠で経過されています。日勤帯で眠気の訴えなく日課・

プログラム支障なく取り組む事出来ています。夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう。

本日、小遣い3000円本人へ渡していますがすぐに買い物へ行かれ残金674円となっています。声掛けに「自分のなんだから好きに使っていいだろ」「管理くらいスタッフがやるからいいだろ」と話されています。小遣いの管理方法について受け持ちスタッフは検討するようにして下さい。

・十日市　利喜様～本人「去年の10月から家族が来てない」「松倉(姉)に来て欲しい」と話されている事あります。8ヶ月間面会なく疎遠傾向となっている為、受け持ちスタッフは御家族へ面会要請の連絡をして下さい。

・大上　なみ様～起床後、早くからナイフを借りに来られ果物を食べようとする事あり受け持ちスタッフから果物は起床時ではなく、食後に摂取するよう伝え本人了解されています。危険物の貸出しは朝6時以降となっている為、スタッフは統一した対応をしていきましょう。

＜猪股Drケースカンファレンス・診察＞

・五日市　規様～現在、デイケア体験利用を毎週火・木曜日行っています。最近、本人行きたがらず休む事あり理由について「ミーティングの雰囲気が嫌だ」と話されています。デイケアから帰棟後、本人へ疲労感の有無・参加状況について確認し記録へ残すようにしましょう。

・井上　和美様～6/19(火)歯科受診の為外出願を申請しています。昨日、歯科受診し上の歯左右の歯石取りを行っています。

　　　　　診察→6/19(火)14時半～15時半まで歯科受診の為外出希望あり許可となっています。

・日向端　庸男様～昨日、右足背部の腫脹あり部位を押すと疼痛あると訴え聞かれ田名部Drへ情報提供しレントゲンの指示あり施行しています。結果、骨折所見なくアスモロール1Pが臨時処方となっています。現在、腫脹軽減しています。引き続き、部位の疼痛・腫脹の有無観察していきましょう。

　　　　　　診察→左右の足背部を主治医確認しレントゲンの結果、異常なかった事本人へ伝えています。主治医よりアスモロール貼布し経過観察の指示出ています。

・伊藤　雄一様～6/12(火)日赤病院受診され服薬35日分処方されています。次回の受診は、7/17(火)となっています。本人、間食で「アーモンドを食べすぎた」と話されています。間食や飲み物の種類・摂取状況の観察を行い身体面での病状悪化を防止していきましょう。

　　　　　診察→6/12(火)日赤病院受診され服薬35日分処方された事・次回の受診日・検査結果情報持参されている事情報提供しています。主治医より受診時何か言われたか確認すると「薬の効きが悪くなってきたから増やします。と言われた」と話されています。

　　　　　　　　本人より「退院したら単独でアパートで生活したいと思っていたが家族のもとで余生を過ごしたいと思い、同居はしたくないが住むとすれば妹のとこになると思うが。釜石にアパートを借りてと思いましたが」と話されています。主治医より、思っている事はいいが行動化は絶対にダメな事・今後については妹様の意見も聞いて時間をかけ行っていきましょうと説明受け本人了解されています。

・古川　富蔵様～6/13(水)から自己服薬管理1週間分行っています。本人、「1週間分のほうがいい」と前向きな発言聞かれています。引き続き、忘薬・セットミスがないよう注意していきましょう。

　　　　　　　　6/9(土)に外泊より帰院され、次回の外泊についても本人からお母様へいつがいいか話されており積極的な姿勢見られています。

・木村　義重様～排便コントロールの為シンラック液2本臨時処方となっています。引き続き、排便状況の観察を行っていきましょう。

＜SSTミーティング＞

・①②グループ～目標に対しどの位出来ているか具体的に問い掛け答えて頂いています。又、こんな所が出来ない・困っているという所を聞き出しロールプレイして頂いています。

・③④グループ～全員が発言しロールプレイを行っています。挨拶のロールプレイでは、相手のことを褒め「気持ちよかった」という感想を述べる事が出来ています。話題作りという点では、五日市様・坂本様はテレビなどの情報を得ていてスポーツなどを取り上げることが出来ている。

　申し送り事項：短期目標に見合ったSSTということなので、ご本人に自分の短期目標を確認しつつレベルアップしていきましょう。

・⑤⑥グループ～メンバーから短期目標確認後、現在どの位できているか、やっていて何か困った事やこうすれば良かったと感じた事を述べて頂いています。菊地様と法霊崎様にロールプレイを行って頂き、三上様からもっとこうすれば良かったと意見があり、再度ロールプレイして頂いています。1回目より2回目がもっと良かったと皆さんから意見が出ていました。スタッフが言葉のキャッチボールについて見本を見せ、数人と行っています。

＜田名部浩平様の症例検討会の結果＞

・早期の青山荘入所を目標にして青山荘には極短期（1～3ヶ月）で自宅に母と暮らしてもらう方向と決定している。

・母様の不安についてデイケアに通わなくなる事がある為、その部分が解消されれば、自宅で母様と暮らすのが良いのではないか。

・家族と本人の入所の目的をすり合わせして行く。

・母様の本人を受け入れるにあたり不安が強い事から母とこまめに面談していく。青山荘や通所の見学を本人と共に入れていく。

・本人には単独外出訓練を早期に行いルールを守ることを分かってもらうようなアプローチをして行くように。（青山荘は夜間スタッフがいなくなる為、勝手に出て行かないように約束が守れるようでなければいけない）

・母の不安を軽減できるサービス；家族会、保健所、訪問看護（母の相談の対応）

	対象患者情報
	五日市規（61）　主：統合失調症　



	患者の希望
	自宅に退院したい。


	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：日常生活面→自主的に取り組み出来ている。

従兄弟様の仕事状況を確認し家族教育や支援内容を説明していく。本人様には環境の変化でストレス等を溜めない解消方法等の資料を提供し一緒に考えるようにする。また、薬の必要性は継続する様に説明し理解はされている。

・現在、青陽館（デイケアの体験利用）を火曜・木曜の午後１４時から１６時と６月５日から開始となり、色々な考えを持ち、体験利用しています。本人から利用回数を増やしたいと前向きな意見も聞かれるので今後どうするかは、体験利用した様子等を聞き検討していきます。



	主治医の治療方針
	精神症状の安定を図りながら社会復帰に向けて支援をする

	検討された

支援方針
	・今年の５月頃実兄の現住所に手紙を投函したが連絡ない事から、受け持ちスタッフ、三浦ＰＳＷと共に再度面談を行い、今後は、保護者の役割を協力して頂く事に承諾し、面会に関しては、定期的に無理だが仕事の合間をみて来院して頂くことを約束して頂いている。

・従兄弟様に、地域復帰支援検討会等の出席を依頼し、今後の方針を他職種で意見交換した内容を理解して頂き、退院後、本人の方向性の協力を得る様に働きかけていく。



	抽出された

問題点
	・今後の方向性が見極めない事から、不信感を抱き、信頼関係保てない

・施設退所後の方向が見えない状態で暮らしている。

	今後の

看護計画
	・退院に向けて、施設入所の場所を獲得できる様に、他職種やＰＳＷとの情報共有を密に行い早期に退院できる様に関わっていき、決定があった場合の、内容を本人に伝えて信頼関係を保っていくようにする。また、従兄弟様にも、面会の回数を増やして頂く様に働きかけていく。

・いとこ様に連絡者となって頂き、本人への面会を働きかけ、疾病教育にも参加して頂くよう依頼する。本人に対しては、疾病教育の中で自分の病状を理解し、服薬の必要性を確実なものに出来るようにしていく。
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　　　　　　　　　　　　症例検討会　実施報告
　Ｈ24、6、8
